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仁ヨ例
8月 l日から平成H年 9月13日まで実施した、静岡県掛川市上西郷778-2に所

B群の発掘調査報告書である O

個人が行う畑地造成に伴う緊急発掘調査で、国及び県の補助金を得て掛川市教育委

した。調査面積は、 240ばである。

し、土地所有者の中山貢氏には、遺跡に対する保護。保存についての御理解と御協
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前田庄ーが担当した。

らびに整理作業では、下記の方々の参加を得た。

松浦弘司井筒いつよ 西田泰子松浦せい子
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鈴木静江伊藤和子青島信二

山下広美誌直美

てコし、編集をら出向中)と大熊茂広

J "__ 0 

i/曲発掘調査業務i土、割、Jll市教育委員会教育文化課が所管し

よって得た資料は、すべて掛川市教育委員会が保管している。

(磐田市教育委員は、

伊日凡
ける方位は、真北を示す。

は、挿図と写真図版とで共通する O な

， . 

遺物の写真図版のみの遺物番号については、

である O

とした。
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I 調査に至る経緯

西谷田横穴墓群は、周知の遺跡であり、 A-F群の支群に分けられている。今回調査を行ったB群

は、調査前すでに 4基が関口していた。今回の調査の契機は、平成14年 5月29日、茶闘を開墾するた

め、所有する土地を重機で掘削をしていたところ、同地の一部が陥没したことから横穴墓の存在が知

られた事による。この新たに発見された横穴墓は、保存状態が良いことが考えられたが、開墾するこ

とにより、今後、横穴墓が消滅するおそれがあった。また、横穴墓は通常数基で群をなすことから、

隣接して横穴墓が存在する可能性があった。そこで、横穴墓の基数を把握するために、確認調査を実

施し、さらに国・県の補助金を得て、本調査を実施することとなった。

E 調査の方法と経過

平成14年 6月20日に確認調査を実施した結果、造成中に発見された横穴墓 1基のほかに、墓前域、

不明遺構 1基の存在を確認した。

同年 8月 1日から本調査を実施することとなり、横穴墓5基、不明遺構 1基の調査に入った。東西

に延びる調査区を 2分割し、西半部の調査から開始することとした。重機による掘削を行い、次に、

横穴墓の調査に入った。横穴墓内の覆土、墓前域の掘削を人力により行い、遺物・遺構の有無を確認

した。

横穴墓の調査終了後、埋め戻しを行い、東半部を掘削し、不明遺構の調査を行った。

横穴墓の実測は、奥壁中央と玄門中央とを結ぶラインを主軸として設定し行った。現地での図面作

成は、横穴慕を10分の l、不明遺構は20分の 1縮尺で行った。写真撮影には、ブローニーサイズ(6 

x7)原画白黒、 35mmサイズカラーネガ及ぴ同カラーリバーサルを用いた。

調査経過は、以下のとおりである。

平成14年 8月1・2日 準備・重機掘削。 5-16日 掘削、終了後順次実測。 20日 写真撮影。

27-28日 東半部掘削，不明遺構 (SX0 1)を人力にて掘削。 30日 不明遺構完掘。

9月2日 実測、レベリング完了。写真撮影。片付け。 12・13日 埋め戻し

E 地理的・歴史的環境

地理掛川市は、静岡県西部地方(大井川以西)にあり、東経138度線上に位置する。南に小笠山、

東に牧之原台地に続く丘陵、北には赤石山脈から連なる丘陵に取り固まれ、その聞を原野谷川、逆川

をはじめとする中小河川が流路を形成している。これら河川が形成した沖積平野の端には、開析した

小さな谷が無数に入り込んでいる。

今回調査対象となった西谷田横穴墓群は、市内中央部を北から南へ南流する倉真川右岸に形成され

た開析谷の一つに造墓された横穴墓群である。横穴墓群は、全部で 6つの群で構成され、今回対象と

なったB群は南向き斜面に開口している。

歴史 掛川市域の後期古墳には、少数の横穴墓式石室墳と多数の横穴墓がみられる。

横穴墓式石室を主体部とする後期古墳は、平成15年度現在で、確認する古墳に小高古墳、長福寺古

墳群 (3基?)、萩ノ段古墳、美人ヶ谷古墳群 (6基)、石ヶ谷古墳群 (4基)、平塚古墳、天段古墳群

(2基)、居村古墳群 (3基)、丈山古墳群 (7基)がある。築造開始時期は、 6世紀後半-7世紀中

葉が当てられる。一方、横穴墓は市内で994基を数えることができる。これらは、断面形により大きく

3分類され、アーチ形、尖頭アーチ形、 ドーム形に分けることが可能である。分布はアーチ形、尖頭

アーチ形が市内全域に、ドーム形は市内南部に限られることがわかっている。

次に、今回調査した西谷田横穴墓群B群を取り巻く遺跡の様子をみてみよう。
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幽z 横穴式石室
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]。西谷田横穴墓群 2，原横穴墓群 3。三十八坪横穴墓群 4，鰯原横穴墓群 5.岩谷横穴墓群 6。梅ヶ谷横穴墓群

7.平塚古墳 8。小高古墳 9.石ヶ谷古墳 問。美人ヶ谷古墳 1L天段古墳群 12.長福寺古墳群 13。宮坂横穴群

14。古戦横穴群 15。楠ヶ谷横穴墓群 16.別所横穴墓群 17.峯横穴墓群 18.堂前横穴墓群 19.甚佐ヶ

20。土橋横穴墓群 21.山麓山横穴墓 22，宇j同ヶ谷横穴墓 23，堀ノ内13号墳 24.堀/内横穴墓群

25。堀/内横穴慕群 (D1号墳) 26.lll脇横穴墓群 27.前山横穴墓群 28.向山横穴墓群 29.本村横穴墓群E群

30.本村横穴墓群B群 31。本村横穴墓群A群 32. ，河津横穴墓群B群 33.岡津横穴墓群A群 34. _t山古墳群

35.大谷代古墳群 36.南坪横穴墓群 37.新聞横穴墓群

第 1図 遺跡の位置と閤辺遺跡分布図
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本横穴墓群は、倉真川中流域に位置し、付近に三十人坪横穴墓群、梅ヶ谷横穴墓群が存在する O 三

十八坪横穴墓群A群は 4基で構成され、 ドーム形横穴墓の北限とされている O

倉真川を下った逆川との合流点南側の丘陵には、環頭大刀。変形神獣鏡@馬具など豊富な副葬品を

もった宇洞ヶ谷横穴墓、山麓山横穴墓が存在する。特に字桐ケ谷横穴墓からの出土品は、同年代の古

墳被葬者のそれと何ら遜色のない、むしろそれ以上の豪華な副葬品がみられる O その状況から、 6世

紀中~後半代の当地方の有力首長墓である O また、本横穴墓群が位置するE陵を隔てた西側の垂木JII

中流域の飛鳥地区には、鰯原横穴墓群、岩谷横穴墓群等の飛鳥横穴墓群が分布する O この他、家代地

区にはト五ヶ谷横穴墓群、別所横穴墓群、峯横穴墓群が分布する O 前者は群の密集度が高く、後者は

小規模の横穴墓群である。なお、後者が位置する丘陵北側600mには後期古墳、天段古墳群が存在する。

横穴墓と古墳が近在することで、墓制を追究する契機となるものである。

このように、限定した区域をみても本横穴墓周辺には、立地、分布、副葬品など各々特徴をもった

造墓がなされ、まとまった墓群が形成されていることがわかる O

立地 本横穴墓群は、 A~Fの支群に分かれ、 A~C'F は舌状に伸びた丘陵の先端部に、 D'E

は一つ西側に隔てた谷部に造墓されている O 地形的には小河川により形成された谷の奥部に造墓さ

たものとみられる。

今回調査した横穴墓群はこのうち、 B群で丘陵先端部にあたる支群である。立地的には南に面した

好位置を占地している O 詳細については、以下にゆずることとする。

d 
第 2図調査地位置図
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第3図調査区全体図

~TI lV 発掘調査の成果(第 3圏)
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今回の調査では、 5基の横穴墓と不明遺構

(SXO 1) 1基を検出、確認した。横穴墓の

遺存状況は、 2、 3号墓の天井壁が崩落 e 欠

失していたものの、その他については、形状

を知ることができた。また、 1号墓からは19

世紀代の陶磁器や獣骨等が見つかっているが、

出土状況から廃棄されたものと考えられる O

横穴墓、は出土した遺物から 7世紀後半に造

墓されたものと考えられるが、少量の遺物と

残存率であるため、個々の横穴の年代観及び

前後については不明である O 横穴の形態は、

断面アーチ形、尖頭アーチ形を呈する O

以下に、今回確認した遺構・遺物について

記述する O なお、 1号墓から出土した陶磁器

類については、計測可能なもののみ報告する

こととした。

1.遺 構(第 4"""'-'10圏)

1号墓(第← 5図) 1号墓は、調査区の西

端に位置し、 2~5 号墓の 1 群より一段低い

場所に造られている。標高は、羨門部付近で

33.4mを測る O 主軸は、ほほ真北を示す。遺

存状況は良く、羨門部は幅O.8mほど閉口し

ていた。玄室、羨道、墓前域に分かれる。

玄室は、全長1.95m、奥壁寄の幅O.95m、

高さ1.2mで、基本的には平面形は隅丸長方

形を呈しているが、玄門北側で幅1.28m、長

さ1.05mに亘り膨らむ複室構造の様相を呈す。

膨らむ部分を前室、この奥を後室と仮称する O

前室には 5~10cm 大の牒床があり(第 5 図)、

西側蝶床下部には幅20cm、深さ10cmほどの溝

が検出された。牒床の検出状況から、 19世紀

の撹乱により牒が失われている部分が多いも

のと判断される O 前室断面形は、尖頭アーチ

形を呈している。

羨道部は全長2.0m、玄門部付近で幅O.75 

m、羨門付近にて幅O.5mを測る O 断面は中

央付近で、崩落により現状で砲弾形を呈し、

高さ1.0mを測る O 羨道、前室、後室は平面と

側壁に稜がつき明瞭に区別できる O
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掘り方は、玄門付近の平面形で膨らみをもっ箇所において一段下がっているものの、全体的には、

ほば平坦な形を示している O 玄室から羨道に至る天井部は、玄門部分が破壊して断定はできないが、

なだらかに傾斜していたものと思われる O 両壁面には、造墓時の工具痕がみられる。幅10cmほどであ

るO

墓前域は、ゆるやかに南に傾斜している。ここからは、遺物の出土はなかった。

掘り方は、前室部分が一段低くなり、全体に凹凸があるが、羨円から奥壁までほぼ水平である O

遺物は、須恵器片と土師器片が出土している O 土壌を洗浄したが鉄製品、玉類の出土はなかった 0

2号墓(第 6図) 2号墓は、 1号墓の東側に位置し、羨道部辺りで標高34.2mを測る。主軸は、真北

に対して西に 8度振れる。遺存状況は悪く、奥壁付近でかろうじて断面形態が尖頭アーチ形と推定さ

れるのみである O

玄室は、全長2.15m、最大幅2.12m、奥壁部で高さ2.48mと高く、平面形は両袖形を呈している。玄

室中央部で検出された径55cm、深さ35cmの土坑には近世の撃が埋納されていた。この土坑に接続する

ように幅12cm、深さ10cmの溝が東側でT字形、西側でL字形に検出された。この溝は、近世蓋埋納土

坑と一体である可能性がある O

羨道部は、全長2.55m、玄門部付近でi幅1.67m、羨門付近にて幅1.15mを測る O 高さは、不明であ

るO

掘り方は、全体的にほば平坦な形を示し、羨門部分に向かつてゆるやかに傾斜する O

遺物は、須恵、器片と土師器片が出土している O

3号墓(第 7圏) 3号墓は、 2号墓の西側にあり、 5基の中央に位置する O 推定羨道部付近で標高

34.5mを測る O 主軸は、真北に対して10度西に振れる O 玄室、羨道、墓前域の遺存状況は悪く、奥壁

付近で断面形を推測できるのみである。玄室と羨道に分かれるが、玄室と羨道の接続部は、撹乱され

ている O

玄室は、推定全長2.2m前後、奥壁寄りで最大幅2.36m、高さ2.05mと高く、横長長方形を呈してい

るが、袖が存在したかは不明である O 東側で、幅15cm、深さ10cmほどの 2条の溝が検出された。この溝

と横穴の関係は、不明で、ある O 玄室断面形は、尖頭アーチ形を呈している O

羨道部は推定全長1.2m前後、羨門付近にて1.05mを測る O 断面形は、不明である O

掘り方は、全体的にほば平坦な形を示している O 羨道の掘り方と玄室の掘り方に約15cmの差があり、

羨道は、玄室より一段低く造られていた可能性がある O

遺物は、須恵器片と土師器片が出土している O

4号墓(第 8圏) 4号墓は、 3号墓の東側に位置し、開口部付近で標高34.5mを測る O 主軸は、真北

に対して10度酉に振れる。遺存状況は良く、開口部は幅1.6mほど関口していた。玄室と羨道に分か

れる O

玄室は、全長2.92m、奥壁寄で幅2.3m、高さ1.97mを測り、基本的には平面形、は台形を呈してい

るO 断面形は、アーチ形を呈している O

羨道部は、全長1.65m、玄門部付近で幅1.4m、羨門付近にてI隔1.1mを測る O 断面は、中央付近で、

長円形を呈している。玄室、羨道の右壁は、後世に拡張され、右袖は不明瞭であるが、両袖と考えら

れる O 玄室の天井は、奥壁から玄門にかけて湾曲しながら傾斜し、水平な羨道の天井へと移行する O

羨道の掘り方は、玄室の掘り方より約10cm低く造られている O 玄室全体が棺座状を呈している O

床面は、玄門付近で一段下がり、羨道部に接続している O 高低差は、約10cmである O 開口部南側の

耕作土下部から検出された長円形の浅い掘り込みは、墓前域である可能性がある O

-7-
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西壁面には、造墓時の工具痕がみられる O 幅10cmほどである。

遺物は、須恵器片と土師器片が出土している O

5号事(第 9圏) 5号墓は、 5基のうち東端に位置し、開口部とされる付近で標高35.1mを測る O 主

軸は、真北に対して 4度西に振れる O 遺存状況はやや悪く、開口部とされる付近が撹乱されていた。

玄室と羨道の境は、平面で壁の角度の変化となって表れ、天井は、玄室と羨道で段がつく O

玄室は、全長1.5皿、奥壁寄で幅2.03m、高さ2.2mで、平面形は横長長方形を呈している O 断面形

は、天井部が欠損しているが、アーチ形を呈していたと推定する O 玄室の西北隅で、径45cm、深さ22

cmの土坑が検出された。後世の改変によるものであろう O

羨道部は全長2.05m、玄門部付近で幅106m、羨門と思われる付近で、幅1.15mを測る。断面は、中央

付近で、抱弾形を呈し、高さ1.65mを測る O 羨門と思われる付近で¥一段下がっていた。

掘り方は、羨門付近でやや下がってはいるものの、全体的には、ほば平坦な形を示し、開口部に剥

離がみられるが、玄室からゆるやかに傾斜する O

遺物は、須恵器片と土師器片が出土している O

SX-Ol (第10園) 形状的に谷部の様相を呈し、北から南に傾斜する O 自然作用によるものか、人

為的なものかは不明で、ある。第10図B-B'部分の深底部で断面形状が三角フラスコ状となり、北側

に扶れている O 深さ1.72m、深底部幅102m、括れ部で47cmを測る。 深底部から須恵器と土師器片が

出土している。

2.遺物(第11・12圏)

第11図 1~ 9及び第12図19は、 1号墓から出土した遺物である O

1は土師器杯である O 推定径12.2cm、高さ2.2cmを測る O 内面に暗文を施す。外面口縁部付近にナ

デを施す。色調は赤褐色を呈し、胎土は般密、焼成は良好である。 2は、須恵器の長頚壷の胴部であ

るO 最大径21.5cmを測る O 色調は灰色を呈し、胎土は鍛密、焼成は良好である。 3は、須恵器の高杯

の脚部付近の破片である O 色調は黒灰色を呈し、胎土は轍密、焼成は不良である。 4は、須恵器の聾

胴部である O 推定径29.9cmを測る O 外面は叩き、内面はナデを施す。色調は灰色を呈し、胎士は椴密、

焼成は良好で、ある O 色調は灰白色を呈し、胎土は轍密、焼成は良好で、ある O 表面に叩きを施す。 5は、

須恵器の盤と思われる O 推定控35.4cmを測る O 色調は灰色を呈し、胎土は椴密、焼成は良好である。

6は、須恵器の壷の頚部破片である O 推定径7.1cmを測る O 色調は灰色を呈し、胎土は綾密、焼成は良

好である o 7 ~i，須恵器杯と思われる。推定口径9.3cm、高さ不明である O 天井部外面にヘラ削り、他

はナデを施す。色調は灰色を呈し、胎土は歓密、焼成は良好である o 8は、須恵器の高杯の脚部であ

るO 最大径4.8cmを測る O 色調は黒灰色を呈し、胎士は轍密、焼成は不良である o 9は、須恵器の蓋胴

部破片である O 表面に叩きを施す。色調は灰白色を呈し、胎土は鍛密、焼成は良好である O 第四図19

は、砥石である O 形状は1幅2.9cm、現存長3.5cm、厚さ1.2~1. 5cmで、長方形を呈していたと思われる O

白色疑灰岩製と思われる。

第11図10・11は、 2号墓から出土した遺物である o 10は、土師器の碗、もしくは高杯受け部と思わ

れる O 推定口径16.8cmを測る。内外面ともにナデを施す。口縁端部をつまみあげ、やや内傾する。底
はそう

部は厚みを増す。色調は暗桂色を呈し、胎土は轍密、焼成は良好である o 11は、須恵器の躍胴部と思

われる O 推定径14.4cmを測る O 色調は灰色を呈し、胎土は糠密、焼成は良好である。

12は、 3号墓より出土した須恵器の壷の口縁部破片である。推定口径10cmを測る O 色調は灰色を呈

し胎土は鍛密、焼成は良好で、ある。
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第11図13~15は、 4 号墓から出土した聾の胴部破片で

ある O いずれも表面に叩きを施す。15は、内面に指頭痕

を残す。いずれも色調は灰色を呈し、胎士は椴密、焼成

は良好である O

第11図16は、 sx-0 1から出土した土師器の碗であ

るO 口径10.9cm、高さ3.0cmを測る O 内外面ともに細か

いナデを施す。色調は暗桂色を呈し、胎土は糠密、焼成

は良好で、ある O

はそう

第11図17，18は、採集品である o 17は曜の胴部、 18は

長頚壷の底部である o 17は、肩部に櫛による連続刺突文

仁三

U口UU
第12図 1号墓出土遺物実測図

を施し、自然粕がみられる o 18は、高台部が断面方形を呈している O いずれも色調は灰色を呈し、胎

土は鍛密、焼成は良好で、ある。

陶磁器類については、計測可能のみの総計で144点あり、その器形が碗類72点・蓋26点@皿類12点・

灯明皿 6点・土瓶6点・鉢3点・壷 3点・その他16点を数える O 産地は、瀬戸が 9割を占め、志戸呂

が 1割程度である O 計測することができた陶磁器類は、第 1表のとおりである。

V まとめ

今回、アーチ形横穴墓 2基、尖頭ア}チ形横穴墓 3基からなる一群を調査した。横穴墓すべてが後

世の撹乱、または改変を受けて原形をとどめるものはなしさらに遺物については、 1号墓から土器

片が出土したのみで、 2号墓から 5号墓にかけて原位置をとどめるものはなかった。

これらは、築造時の高さが同規模で、玄室の天井が高い 2~5 号墓、一段低い場所に築かれた 1 号

墓に分けることが可能で、ある o 2 ~ 5号墓は、さらに分類することが可能と思われるが、原形を損

なっており、これ以上の分類は不可能で、ある o 1号墓は、玄室が複室状の構造をなす。前室、後室と

もに規模が小さい。ここからの出土遺物は土器片のみで、鉄製品、装飾品類の出土はない。出土状況

から、当初から土器のみの副葬であった可能性がある o 2号墓と 4号墓は、ともに両袖形を呈する 0

4号墓は、玄室と羨道の境に段差をつけ、 5号墓は、玄室と羨道の境を側壁の角度の変化で表現し、

天井には段を設けている o 5号墓の形態は、 4号墓の形態を簡略化したものと捉えることが可能で、あ

るo 1号墓は、複室構造という特殊な形態を除けば、 5号墓の形態を簡略化したものと捉えることが

可能である O

出土した土器から本横穴墓は、横穴墓の造墓が終了する 7世紀後半にあたること、また、本横穴墓

の構造に簡略化がみられることから本群は、アーチ形、尖頭アーチ形横穴墓の終末期の形態を示して

いるものといえよう O

戸

h
J

1
E
i
 



口径 (cm) 底径 (cm) 器品 (cm) 備 考 口径 (cm) 底1'i'(cm) 器晶 (cm) 備 考 口径 (cm) 底径 (cm) 器晶 (cm) 長さ (cm) 備 考

20 11.9 4.6 7.1 碗 100 8.2 3.3 6.1 碗 128 6.8 11 童
21 11.1 4.3 5.8 碗 101 7.7 4.2 6.6 碗 129 5 7.7 萱

22 10.6 4.6 6 碗 102 7 3町2 6.1 碗 130 6.7 花生

23 10.3 4.4 5.9 碗 103 7.5 3.9 5.6 碗 131 3.4 ? 

24 9.7 4 5.8 碗 104 7.1 4 5.7 碗 132 8.1 8.8 7.9 13.7 椀

25 10.1 4.6 5 自涜 105 7.4 3.9 5圃B 碗 133 11. 4 6.4 8.5 11. 3 香炉

26 10.8 4.5 6.3 碗 106 6.6 3.2 5 碗 134 11 7 3.9 11凶5 香炉

27 10 4.2 5.8 碗 107 7.8 3.8 5 碗 135 11. 6 5.4 4.6 香炉

28 10.6 4.2 5.9 碗 108 7.4 碗 136 10.5 6.2 5 碗

29 10.5 4.4 6 碗 109 7.7 3.7 5.5 碗 137 10.5 2.5 1.2 7.4 4書口
30 10.3 4.3 5.9 碗 110 8.2 3.7 5.5 碗 138 10.5 4.6 5.7 猪口

31 10.7 4司 1 6.6 碗 111 7.4 4 6 碗 139 4.7 腕

32 10.5 止6 6 碗 112 6.8 3.4 碗 140 6 2.9 3.6 香炉

33 11 4.4 6.1 碗 113 6.3 2.8 4.7 有向 141 6.2 3冒 5 3.1 碗

34 10.4 4.1 5.8 碗 114 5.8 2.9 3.7 右自 142 6.6 2.7 2.7 皿

35 12.3 5.5 6.8 碗 115 13.7 8.9 3.7 皿 143 4 皿

36 11. 6 4.9 6.6 碗 116 14.1 8.8 3.9 皿 144 8.7 4.5 1.9 皿

37 10.6 4.3 6.4 碗 117 15.5 8.5 4.5 皿 145 8.8 11 7 19司5 士瓶

38 10.4 4.6 6 碗 118 15 8.7 4.5 皿 146 9.1 1.7 5.1 1.8 蓋
39 10.4 4.2 5.9 碗 119 13.9 8.9 3.7 皿 147 7.8 13.8 8 20 土瓶

40 11.6 4.9 6.1 椀 120 12 5.3 3 皿 148 8.5 6.3 葦

41 10.4 4.3 6.2 碗 121 13.9 9.4 3.4 皿 149 7岨5 12.8 B 17 土瓶

42 9.1 4 4.8 碗 122 3.8 皿 150 7目4 5.2 1.9 3.8 蓋
43 10.5 4.2 6 碗 123 11. 5 6.1 6.3 碗 151 6.2 9.6 6.5 16 士瓶

44 10.5 4.1 5.8 碗 124 11. 2 6.1 6.3 碗 152 7.5 12.5 7 18.5 士瓶

45 10.3 4 6.1 碗 125 10.7 5.2 6.6 自由 153 9.5 20.5 土瓶

46 10.4 4.4 6.3 碗 126 10.9 5.4 6.5 碗 154 9.5 2.5 1.2 7.4 話

47 9.3 3.7 5.2 碗 127 7 2.9 5.7 碗 155 10.5 15 12 土瓶

48 10.6 4.6 6.3 碗 156 8.9 14.5 8.8 土瓶

49 9.7 4.1 5.4 碗 157 9.6 4.5 2.1 7.6 重量

50 7.3 2.8 3.4 碗

51 12.2 5 欠 碗 口径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm) 備 考

52 6.7 2.7 3.5 碗 158 10.9 鉢

53 9.4 3.9 5.4 碗 159 15.4 13.9 16.5 壷

54 10.6 4.2 E 碗 160 23 13.2 17 主埠

55 8.8 3.3 4.5 碗 161 9.1 13.3 鉢

56 10.6 4 6.2 碗 162 15.5 鉢

57 11.4 4司4 6.1 碗 163 20.7 10.7 7.6 品問

58 12.6 5.6 7.5 自克

59 9.4 4.2 5 碗

60 9.2 3.8 5.1 碗

61 10 4.6 5.7 碗

62 9.4 4.4 5.5 目見

63 10.6 E瞳
64 10.8 碗 ピヨb

JL市 l

65 11. 6 碗

ご百1
66 10.8 碗

67 10.2 4.5 3.4 蓋 巳ヨj68 10.5 4.5 3.4 蓋

69 9.4 3.8 2.7 蓋

70 9.4 3.8 3 重 腕類 蓋類
71 9.3 4.2 3.1 蓋

72 9.3 4.1 3.2 蓋

73 9.5 4.1 3 蓋

74 9.2 4.1 2.9 蓋

75 9.5 4.1 2.9 童

76 9.3 4 2.9 童

77 9.6 4.2 2.9 重

78 8.6 3.4 2.6 重

79 9.4 4 3 重

80 9.3 3.9 3 童

81 10.1 4 2.8 蓋

82 8.9 3.2 2.7 蓋

83 9.6 3.8 2.7 童

84 11. 7 4.7 3.6 蓑 査類
85 12.5 重

86 13 6.4 5.9 八角皿

87 4.5 1.4 1悶3 紅猪口

FFJ 
88 4.6 2.8 3 紅猪口

a=日程89 7.7 1.7 灯明皿

90 7.3 1.5 灯明皿
b=器高91 6.9 1.2 :lT明皿

92 7.1 1.3 n明皿
c =)1ま撞93 7.3 3.2 1.5 灯明皿

94 7.2 2.7 1.5 灯明皿
d=長さ95 6.4 7.5 大碗?

96 2.2 6.4 5.6 髪油壷
水 i主類97 3.4 神j酉徳利

98 2.8 神酒徳利

遺物計測部位99 2.7 神酒徳利

第 1表主要出土陶磁器計測表
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1~5 号墓全景
(西から)

1~5 号墓遠景
(東から)

1号墓羨道部
(南から)

陣版 I





1号墓
離床検出状況

(南から)

1号墓羨道部
(北から)

2号墓奥壁
(南から)

圏版宜





3号墓奥壁
(閣から)

4号墓玄室部
(南から)

4号墓開口部
(南から)

関販亜





4号墓玄室前壁
(北から)

5号墓羨道部
(北から)

5号墓玄室前壁
(南から)

関版 N





5号墓玄室部
(南から)

S X 0 1 遠景
(東から)

S X 0 1 
(南から)

国 販 V





図版 VI

出土土器 1 ~19 

出土土器 20~49 





図版 VIH

出土土器 128~144 

出土土器 145~157 

出土土器 158~163 
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